
研究主題 よりよい生活者をはぐくむ学習指導の在り方

【授業の視点】○○○における，○○○を高める学習指導の在り方

第○学年○組 技術・家庭科学習指導案
指導者 ○○ ○○

１ 題材名 ○○○○

２ 目 標
○ ～しようとする （基礎基本を押さえる） (生活や技術への関心・意欲・態度)。
○ ～することができる。 (生活を工夫し創造する能力)
○ ～することができる。 (生活の技能)
○ ～することができる。 (生活や技術についての知識・理解)

３ 指導にあたって (題材観・生徒観・指導観についての３つの段落で書く。)

（１）題材観 ・ 本題材は～をねらいとしている。(題材のねらい)

・ ～について第１学年では・・・。(学習の積み重ね)
・ ～内容となっている。(題材の特色)

（２）生徒観 ・ 生徒の実態(関心・経験・知識など実態調査の結果，傾向)
（実態調査結果の表やグラフ等を加えても良い）

（３）指導観 ・ 題材構成の工夫

・ 本時では・・・。
(・ねらい・展開の工夫・学習形態の工夫・具体的な支援の手だてなど)

４ 指導計画
（１） 全体計画（○時間扱い）
第１次 ○○○○○○○○ ・・・・・・・・・・・・・(←点線など) ○時間

第 次 ○○○○○○○○ ・・・・・・・・・・・・・ ○時間2

（２） 本時に関わる指導計画及び評価規準（本時は第○次 ○○○○○○○○ 第○時）
※本時に関わる○次の計画を入れる。

よりよい生活者に 観点別評価規準

せまる手立て 関 工 技 知

次 学習内容 時 めざす生徒像 ◇学ぶエネルギー 心 夫 能 識

□意思決定能力 ・ ・ ・ おおむね満足できる状況（Ｂ）

☆ひと・もの・こ 意 創 理

ととかかわる力 欲 造 解

○食事作り １ ・ 調理の流れと ○ ・ 調理実習に関心をもち，調理の・
。２ に挑戦しよ 手順についてま 流れと手順を考えようとしている

う。 とめることがで （観察・ワークシート）

きる。 ○ ・ 安全，衛生，環境に配慮し た

適切な調理のし方が分かる。

（確認テスト）

※ 関ブロのテーマに沿って以下の点について具体的に書く。
めざす生徒像・・・よりよい生活者○
身に付けさせたい３つの力○

学ぶエネルギー・
意思決定能力・
「ひと・もの・こと」とかかわる力・



５ 本時の指導
※身に付けさせたい３つの力を焦点を絞って１つか２つ入れる。(１) 目 標

(評価計画の観点と一致するようにする ）。
（教師が望む生徒の姿が分かるように）

～しようとする。(観点名)
～することができる。～を通して，～ができる。(観点名)
～について理解することができる。(観点名)

(２) 準備・資料 ○○○，○○○○，○○○，○○○○

(３) 展 開
生徒に身に付けさせたい３つの力（学ぶエネルギー・意思決定能力・ ひと，もの，こと」と※ 「

に焦点をあてて，展開の工夫を図る。かかわる力）

※ 展開の書き方は，この形式にとらわれず，オープン形式でもかまわない。
（フローチャート的なものや，図式化されたものさまざまな考え方ができる ）。

※ 評価についてはそれぞれわかりやすく区別しやすい表記がよいので，前回関ブロのように，
脇に縦で書くという方法も考えられる。ただし，分かる範囲ならばそのことには特にこだわらな
い。

※ 評価には，必ず「観点 「評価方法」を書く。」

※ 展開はこの枠にこだわらず，授業内容が理解しやすい表記とする。

学習内容・活動 指導・評価

（◇学ぶエネルギー □意思決定能力
☆ひと・もの・こととかかわる力）

１ 本時の学習課題を知る。 (記述の例)
学習課題 ～を考えよう （生徒の立場） ◇ ～を通して。

～を知ろう。 ～を使って

～をしよう。 ～できるように
～わかるように

（前時とのつながり） ～するように
～説明する。
～示範する。

２ ～をする。 ～提示する。

(１) ←明確な順序性がある場合 ～助言する。
(２) (具体的な手だてを記述する。)

□

３ ～をする。 ☆
・ ←順序性にこだわらない内容
・ (記述の例)

・ ～の生徒には～できるように～する。
（具体的な手だてを記述する。)

（特にＣ評価がつきそうな場合，Ｂ評価に上
４ ～をする。 げるための具体的な支援の手だてを盛り込

みたい ）。
（ ， ）実習の場合 必ず安全面について指示する

(記述の例)

５ 本時のまとめをする。 (評) ～しようとする (評価方法：観点)。
（次時につながるように） (評) ～ができる。

～がわかる。
（ ）ワークシート：知識・理解


